
 
 

 

フフィィーールルドドワワーーククがが聴聴覚覚障障害害生生徒徒のの視視覚覚とと精精神神面面にに与与ええるる影影響響  

～視覚的な疲労感、精神的な負荷、参加者の満足度に焦点を当てて～ 

内野 智仁・武林 靖浩 

 

本研究では、赤城自然園のＣＭ動画制作を通して社会人基礎力を育む教育実践を計画・実施した。そして、

実際に赤城自然園を取材できる機会を設けて、そのフィールドワーク時の視覚的な疲労感、精神的な負荷、フ

ィールドワークの満足度に関する調査を行った。その結果、今回のフィールドワークについて、視覚的な疲労

感が事前の印象よりも少なかったこと、知的・知覚的活動が事前の想像よりも要求されたこと、活動内容に満

足できたこと等が成果として得られた。 
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1 はじめに

(1) 聴覚障害と学習支援 

聴覚障害者である生徒（以下、聴覚障害生徒）に

対する教育では、音声や環境音等の聴覚情報が入り

にくいあるいは入らないため、その障害の状態や特

性等に応じて、保有する聴覚を最大限活用するとと

もに視覚等の他の感覚器官の情報に置き換えて情報

を伝達する工夫が必要であると指摘されている（文

部科学省 2020）。 

聴覚障害生徒に限らず、近年の学校の ICT環境の

整備に伴って、生徒の目や身体の疲労への影響を考

慮すること、そして目や身体の疲労を軽減するため

に実施方法を工夫することが求められている（文部

科学省 2020）。生徒の健康に留意して教育活動を実

施する指針として、児童生徒の健康面の状況を確認

するように努めること、必要に応じて眼精疲労の有

無やその程度等、心身の状況について、児童生徒に

アンケート調査を行う等、実態の把握に努めること

が例示されている（文部科学省 2014）。 

さらに聴覚障害生徒は、その障害特性から視覚に

よる学習が中心となることから、聴覚を併用した効

率的な学習支援が採用しづらく、視覚の作業記憶容

量に配慮することが求められる。マルチメディア学

習に関する先行研究によると、学習者は視覚のみで

学ぶよりも視覚と聴覚を併用した方がより効率的に

学べること（Mayer 2009）、視覚で処理できる作業記

憶容量に限界があること（Chandler and Sweller 

1991）、視覚に対する負荷が高まって作業記憶容量を

超える負荷がかかると学習に悪影響を与える可能性

のあること（安藤・植野 2008）等が明らかにされて

いる。 

そのような背景をもとに、内野・半沢（2020）は、

聴覚障害生徒に対して ICTを活用した協働学習と個

別学習を行って、視覚的な疲労感等を調査している。 

しかし、聴覚障害生徒によるフィールドワークを

対象とした疲労感等を明らかにする先行研究は見当

たらない。 

フィールドワークは、設定した課題に即した場所

を訪れ、現地で探索、収集、取材等を通して具体的

な情報を得るための手段として、探究的な学習の指

導等に取り入れられている。そのため、フィールド

ワークを含めた教育計画を立て、聴覚障害生徒がど

のような視覚的な疲労感、精神的な負荷を感じてい

るのか明らかにすることは、意義深いと考えられる。 

 

(2) 社会人基礎力とその現状 

 経済産業省は、職場や地域社会で多様な人々と仕

事をしていくために必要な基礎的な力として３つの

能力、12の能力要素による「社会人基礎力」を 2006

年に提唱している。企業・若者・学校等の関係者ら

は、社会人基礎力を共通言語に位置付けて、主に若

年者を対象に育成する取り組みを進めてきた。 
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 社会人基礎力の実態として、一般社団法人全国高

等学校ＰＴＡ連合会・株式会社リクルートマーケテ

ィングパートナーズ（2020）による社会人基礎力に

関する調査では、高校生本人（N=1,997）と保護者

（N=1,759）が、それぞれ考える将来必要とされる能

力、現在持っている能力、自分に不足している能力

について調査結果をまとめている（Table 1）。高校

生本人と保護者のどちらも「主体性」「実行力」「発

Table 1 社会人基礎力の概要と現状 

分類  前に踏み出す力  考え抜く力  チームで働く力 

能力 

要素 
主体性 

働きか

け力 
実行力 

課題発

見力 
創造力 計画力 発信力 傾聴力 柔軟性 

情況把

握力 
規律性 

ストレ

スコン

トロー

ル力 

内容 

物
事
に
進
ん
で
取
り
組
む
力 

他
人
に
働
き
か
け
巻
き
込
む
力 

目
的
を
設
定
し
確
実
に
行
動
す
る
力 

現
状
を
分
析
し
目
的
や
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
力 

課
題
の
解
決
に
向
け
た
プ
ロ
セ
ス
を
明
ら
か
に
し
準
備
す
る
力 

新
し
い
価
値
を
生
み
出
す
力 

自
分
の
意
見
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
力 

相
手
の
意
見
を
丁
寧
に
聴
く
力 

意
見
の
違
い
や
立
場
の
違
い
を
理
解
す
る
力 

自
分
と
周
囲
の
人
々
や
物
事
と
の
関
係
性
を
理
解
す
る
力 

社
会
の
ル
ー
ル
や
人
と
の
約
束
を
守
る
力 

ス
ト
レ
ス
の
発
生
源
に
対
応
す
る
力 

必要 

(高) 
55.4  13.0  37.7  24.0  20.6  20.4  35.8  15.5  19.1  16.2  24.1  11.0  

現在 

(高) 
24.3  11.8  11.7  17.7  8.1  8.3  8.9  37.9  26.7  26.2  35.4  19.6  

不足 

(高) 
31.1  1.2  26.0  6.3  12.5  12.1  26.9  -22.4  -7.6  -10.0  -11.3  -8.6  

必要 

(保) 
50.7  10.5  39.3  20.8  14.4  21.2  26.0  13.7  21.5  17.2  26.9  13.7  

現在 

(保) 
32.3  11.5  21.5  12.0  7.0  9.1  8.0  28.1  24.6  29.8  52.1  28.1  

不足 

(保) 
18.4  -1.0  17.8  8.8  7.4  12.1  18.0  -14.4  -3.1  -12.6  -25.2  -14.4  

※必要：将来必要とされる能力（12の能力要素項目のうち、３つまで選択回答） 

 現在：現在持っている能力（12の能力要素項目のうち、３つまで選択回答） 

 不足：自分に不足している能力（将来必要とされる能力－現在持っている能力ギャップ） 

 （高）：高校生本人による回答、（保）：保護者による回答 

 

 
 

 

信力」に対する必要性を感じている一方で、「働きか

け力」「傾聴力」「ストレスコントロール力」に対す

る必要性を他の能力要素よりも感じていない状況が

報告されている。 

また、高校生本人と保護者が社会人基礎力の必要

な能力を身につけるために有効な活動として、それ

ぞれ以下の結果が得られている（上位 5つの活動）。

高校生本人と保護者のどちらも「部・クラブ活動の

時間」を最も有効な活動として捉えている状況が報

告されている。 

最も有効な活動（高校生本人による回答） 

 部・クラブ活動の時間 (64%) 

 文化祭や体育祭等の学校行事 (56%) 

 教科の時間(生徒が中心となって主体的に学ぶ

授業) (53%) 

 校外活動(地域行事・ボランティア・インターン

シップ等) (47%) 

 修学旅行や遠足 (41%) 

最も有効な活動（保護者による回答） 

 部・クラブ活動の時間 (68%) 

 校外活動(地域行事・ボランティア・インターン

シップ等) (62%) 

 文化祭や体育祭等の学校行事 (58%) 

 教科の時間(生徒が中心となって主体的に学ぶ

授業) (57%) 

 総合的な探究（学習）の時間 (42%) 

さらに近年では、自分らしく働き、自らの能力を

発揮するための基盤の強化がこれまで以上に必要に

なってきていること、人生 100年時代を迎えつつあ

る中で学びなおすことの重要性が高まっている。そ

のため社会人基礎力についても、「人生 100 年時代

の社会人基礎力」として、全ての年代が意識すべき

ものであり、ライフステージの各段階で活躍し続け

るための力として捉えなおす必要があると指摘され

ている（経済産業省・中小企業庁 2018）。 

しかし、社会人基礎力を育む特別支援学校（聴覚

障害）の教育活動や聴覚障害者による取り組みにつ

いては、ほとんど報告されておらず、成果や課題等

を蓄積していくことが重要であると考えられる。 

 

(3) 研究目的 

本研究では、フィールドワークの実施を含めた社

会人基礎力を育む教育計画を立て、聴覚障害生徒を

対象に教育実践する。そして、フィールドワークに

おける視覚的な疲労感と精神的な負荷等について、

質問紙調査を通して実態を明らかにする。 

Table 2 社会人基礎力を育成するための「ＣＭ動画制作」の教育計画（活動内容①～⑦） 

活動 

内容 

 前に踏み出す力  考え抜く力  チームで働く力 

主体性 
働きか

け力 
実行力 

課題発

見力 
創造力 計画力 発信力 傾聴力 柔軟性 

情況把

握力 
規律性 

ストレ

スコン

トロー

ル力 

① 〇 〇 〇    〇 〇 〇    

②   〇 〇 〇 〇       

③   〇 〇 〇 〇  〇  〇 〇  

④       〇  〇 ○ 〇 〇 

⑤ 〇  〇 〇 〇 〇 ○      

⑥ 〇 〇  〇   〇      

⑦  〇     〇 ○ ○ 〇 〇  

 

16　フィールドワークが聴覚障害生徒の視覚と精神面に与える影響
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②   〇 〇 〇 〇       
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2 社会人基礎力を育む教育実践

(1) 教育計画 

本研究では、「赤城自然園のＣＭ動画制作」という

課題解決を通して、情報通信技術に関する専門的な

知識・技能の深化、統合化を図ること、そして社会

人基礎力の育成・深化をねらいとした。具体的には、

ＣＭ動画制作の活動内容（①調べ学習、②技能習得、

③フィールドワーク、④取材総括、⑤動画制作、⑥

発表準備、⑦成果発表）と、社会人基礎力の中で特

に育成・深化を図りたい能力要素を対応付けながら

教育計画を立てた（Table 2） 

今回の教育実践は、聴覚障害生徒 13 名を対象と

して、特別支援学校（聴覚障害）高等部専攻科の専

門科目「課題研究（１単位）」の中で実施した。 

 

(2) 実践内容 

① 調べ学習（Fig.1、Fig.2） 

 ４月から５月にかけて、赤城自然園と、その運営

企業である株式会社クレディセゾンに関する調査を

行い、文書やスライド資料に集約して発表する活動

をグループ毎に実施した。 

② 技能習得（Fig.3、Fig.4） 

 ６月から７月にかけて、生徒自ら意図したＣＭ動

画が制作できるように、動画素材の収集方法・取り

扱い方法、動画編集ソフトウェア（Microsoft Photo

／Video Editor、Adobe Premiere Elements）の技能

を身につける学習を行った。 

③ フィールドワーク（Fig.5、Fig.6） 

 目や肌を通して感じた想いを込めたＣＭ動画制作

を行うために、赤城自然園を実際に見学するフィー

ルドワークの機会を７月に設けた。赤城自然園の豊

かで、安心・安全な環境の中を散策し、取材と撮影

に取り組んだ。 

④ 取材総括（Fig.7、Fig.8、Fig.9） 

 前述の③フィールドワーク終了時に、現地で生徒

一人ずつ取材成果を発表し、外部講師等から講評を

得た。工夫して撮影した写真や動画を大型テレビに

示したり、感じた想いをスピーチしたりした。そし

てフィールドワーク翌日に、視覚的な疲労感、精神

 

Fig.1 ①調べ学習（グループ活動の様子） 

 

 

Fig.2 ①調べ学習（発表活動の様子） 

 

Fig.3 ②技能習得（Photo / Video Editor） 

 

 

Fig.4 ②技能習得（Premiere Elements） 

 
 

 

的な負荷等について質問紙調査を実施した。 

⑤ 動画制作（Fig.10） 

 前述の活動をもとに、９月から 12月にかけて、赤

城自然園のＣＭ動画制作に取り組んだ。試作と改善

を繰り返し、最終的に１点以上の作品を完成させた。 

⑥ 発表準備（Fig.11） 

 １月から２月にかけて、赤城自然園と株式会社ク

レディセゾンの方々にＣＭ動画を発表するためのプ

レゼンテーション資料を作成し、相互に発表練習し

合った。 

⑦ 成果発表（Fig.12） 

 当初の予定では、２月下旬に株式会社クレディセ

ゾンの社内スペースにおいて、ＣＭ動画の成果発表、

関係者による講評、そして活動全体の振り返りを行

う予定であった。しかし、新型コロナウィルス感染

症拡大防止のため、中止することになった。 

 そこで次年度の７月に、作品の発表動画を校内で

撮影して、株式会社クレディセゾンにファイルを送

付し、社員の方々に評価してもらえる機会を設けた。 

 社員の方々には、生徒一人ずつ講評を得られるよ

う、３観点（作品：作品の内容・構成・見やすさ、

プレゼンテーション：発表時の本人の言動、アイデ

ア：表現の工夫・オリジナリティー）について、５

件法（１：改善が必要～５：とても良い）による評

価を求めた。また、最優秀作品１点を選定してもら

った。その結果は、フィードバックシートとして得

ることができ、作品に対する評価・講評として、生

徒一人ずつに配付できた。それらの配付や最優秀作

品の発表・分析等を行う総括的な振り返りと、フィ

ードバックシートに対する御礼状の作成を最後の活

動として実施した。 

 

3 フィールドワークの評価

(1) 調査と評価方法 

 前述の通り、③フィールドワークの翌日に、参加

者 13名に対して Googleフォームを利用した質問紙

調査を実施した。 

 視覚的な疲労感の評価項目には、山口ほか（2005）

 

Fig.7 ④取材総括の様子その１ 

 

 

Fig.8 ④取材総括の様子その２ 

 

Fig.5 ③フィールドワークの様子その１ 

 

 

Fig.6 ③フィールドワークの様子その２ 
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による疲労調査指標を参考に計６項目を設定した。 

 「誘眠・疲労」は評価項目「眠くなる」と「目が

疲れる」の合計値、「労務遂行努力」は評価項目「緊

張する」と「気が休まらない」の合計値、「あき・集

中力減退」は評価項目「やる気がおきない」と「つ

まらない」の合計値によって、それぞれの因子に分

類した。 

 精神的な負荷の評価項目には、日本語版 NASA-TLX

（芳賀・水上 1996）を参考に計６項目を設定した。

各回答を０から 100までの範囲で数値化し、日本語

版 NASA-TLX の６つの尺度に重みをつけずに単純平

均する方法によって R-TLX得点を算出した。 

 また、今回のフィールドワークに対する満足度を

評価するために、評価項目「訪問先に対する理解度」

「訪問するのが楽しみだ」「訪問が勉強になると思う」

の計３項目を設定した。 

 視覚的な疲労感を評価する６項目、精神的な負荷

を評価する６項目、フィールドワークに対する満足

度を評価する３項目について、フィールドワークの

参加前（事前）と参加後（事後）の印象についてそ

れぞれ 10件法で回答を求めた。 

 

(2) 評価結果と考察 

 本研究で実施した質問紙調査の結果は、Table 3、

Table 4、Table 5の通りであった。 

視覚的な疲労感について、いずれの項目でも事前

の印象よりも事後の印象の方が低い値であった。事

前と事後の回答を検定した結果、「誘眠・疲労」が有

意水準 10％（効果量 r=-0.50）で低い値になり、フ

ィールドワーク参加前の印象より思ったほど「眠く

ならなかった」「目の疲れがなかった」と生徒が感じ

た可能性がある。 

精神的な負荷について、事前と事後の回答を検定

した結果、「知的・知覚的要求」が有意水準 1％（効

果量 r=-0.81）で高い値になり、「作業成績」が有意

水準 10％（効果量 r=-0.54）で高い値になった。フ

ィールドワーク時の活動（考える、決める、計算す

る、記憶する、見る 等）が、事前の想像よりも必

 

Fig.9 フィールドワークに関する調査票 

 

 

Fig.10 ⑤動画制作の様子 

 

Fig.11 ⑥発表準備の様子 

 

 

Fig.12 ⑦発表用動画の撮影 

 
 

 

要とされた可能性が示唆された。また、自らの作業

成績にある程度満足できた可能性がある。 

フィールドワークに対する満足度について、いず

れの項目でも事前の印象よりも事後の印象の方が高

い値であった。事前と事後の回答を検定した結果、

「訪問先に対する理解度」が有意水準 1％（効果量

Table 3 「視覚的な疲労感」に関する質問紙調査の集計結果（N = 13） 

疲労に関する評価項目 分類 平均 標準偏差 統計量Ｚ 効果量ｒ 有意水準 

 誘眠・疲労 
事前 5.08 5.25 

-1.79 -0.50 p<.10 † 
事後 2.46 1.15 

 労務遂行努力 
事前 8.08 4.73 

-0.92 -0.26 n.s. 
事後 6.23 4.10 

 あき・集中力減退 
事前 6.38 5.28 

-1.10 -0.31 n.s. 
事後 4.31 3.69 

 

Table 4 「精神的な負荷」に関する質問紙調査の集計結果（N = 13） 

NASA-TLX 評価項目 分類 平均 標準偏差 統計量Ｚ 効果量ｒ 有意水準 

 知的・知覚的要求 
事前 4.92 2.43 

-2.90 -0.81 p<.01 ** 
事後 7.38 1.50 

 身体的要求 
事前 7.92 2.89 

-0.93 -0.26 n.s. 
事後 8.85 1.87 

 タイムプレッシャー 
事前 7.23 2.83 

-1.13 -0.31 n.s. 
事後 6.08 2.56 

 作業成績 
事前 6.85 2.14 

-1.93 -0.54 p<.10 † 
事後 8.15 2.03 

 努力 
事前 8.38 2.62 

-1.07 -0.30 n.s. 
事後 8.92 1.27 

 フラストレーション 
事前 3.62 2.62 

-1.41 -0.39 n.s. 
事後 2.31 1.59 

  R-TLX 
事前 6.49 1.46 

-1.33 -0.37 n.s. 
事後 6.95 1.17 

 

Table 5 「フィールドワークに対する満足度」に関する質問紙調査の集計結果（N = 13） 

満足度に関する評価項目 分類 平均 標準偏差 統計量Ｚ 効果量ｒ 有意水準 

 訪問先に対する理解度 
事前 4.62 1.39 

-3.18 -0.88 p<.01 ** 
事後 7.77 1.62 

 訪問するのが楽しみだ 
事前 7.38 1.50 

-1.26 -0.35 n.s. 
事後 8.23 1.89 

 訪問が勉強になると思う 
事前 7.23 2.19 

-1.97 -0.55 p<.10 † 
事後 8.31 2.33 
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r=-0.88）で高い値になり、「訪問が勉強になると思

う」が有意水準 10％（効果量 r=-0.55）で高い値に

なった。よって、今回のフィールドワークについて、

事前の想像よりも満足できる内容であったことが示

唆された。 

 

4 まとめと今後の課題

本研究では、赤城自然園のＣＭ動画制作を通して

社会人基礎力を育む教育実践を計画・実施した。そ

して、実際に赤城自然園を取材できる機会を設けて、

そのフィールドワーク時の視覚的な疲労感、精神的

な負荷、フィールドワークの満足度の実態調査を行

った。その結果、フィールドワーク時の活動（考え

る、決める、計算する、記憶する、見る 等）が、

事前の想像よりも必要とされた可能性や、今回のフ

ィールドワークが事前の想像よりも満足できる内容

であった可能性等が示唆された。 

本研究では、社会人基礎力の能力要素を育む教育

実践を行った。しかし、実践前後の能力要素の変化

について指標等を利用した客観的な評価ができなか

ったこと、能力要素「ストレスコントロール力」の

重要度に見合った活動内容を立てることができなか

ったことが課題として挙げられる。今後、本実践の

有効性を示す検証や、「ストレスコントロール力」を

育む指導法の検討等に取り組みたい。 
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